
　

二
月
は
節
分
の
月
で
あ
り
、
冬
が
終
わ
り
春
の
始
ま

る
月
で
す
。
野
山
の
風
景
に
何
処
と
無
く
春
を
感
じ
る

こ
の
頃
で
す
。
節
分
と
い
え
ば
豆
ま
き
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
鰯
の
頭
と
鬼
の
絵
を
ヤ
ド
メ
や
ソ
ヨ
ゴ
の
枝
で

玄
関
や
戸
袋
に
張
っ
た
り
、
竹
か
ご
を
物
干
し
竿
の
先

に
つ
け
て
、
屋
根
に
立
て
か
け
て
置
い
た
り
の
風
習
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ふ
る
さ
と

の
伝
統
行
事
は
し
っ
か
り
と
次
の
世
代
に
伝
え
て
行
き

た
い
で
す
。
▼
さ
て
行
政
に
と
っ
て
二
月
は
予
算
編
成

の
時
期
で
す
。
村
長
と
し
て
初
め
て
編
成
す
る
予
算
で

す
の
で
、
選
挙
公
約
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
就
任
以
来
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
事
や
、

各
団
体
か
ら
要
望
い
た
だ
い
た
こ
と
を
で
き
る
限
り
実

現
で
き
る
よ
う
編
成
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
▼
一
方

で
、
国
が
打
ち
出
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
よ
り
、
二
十
六
年
度
の
補
正
予
算
で
先

行
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
お
よ
そ
二
千
九
百
万
円
の

交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
国
が
目
指
す
よ

う
に
早
期
か
つ
有
効
に
景
気
高
揚
や
生
活
支
援
に
な
る

よ
う
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。
▼
二
十
七
年
度

に
は
各
自
治
体
が
独
自
の
「
地
方
版
総
合
戦
略
と
地
方

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
重
要
な
年
度
に
な
り
ま

す
▼
先
日
、
東
白
川
中
学
校
で
の
ふ
る
さ
と
学
習
の
発

表
で
は
、
各
学
年
が
環
境
や
職
場
体
験
、
自
己
を
み
つ

め
将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

さ
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
に
あ
っ
た
テ
ー

マ
で
し
っ
か
り
と
し
た
発
表
で
あ
り
大
変
心
強
く
感
じ

ま
し
た
。
子
供
達
の
未
来
の
た
め
に
大
人
た
ち
が
頑
張

る
と
き
が
来
ま
し
た
。

村
長
室
か
ら

１月１６日、保育園かるた会。読まれた札を一生懸命探して取りました。

広報
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平
成
二
十
七
年
東
白
川
村
成
人
式
が

一
月
十
一
日
、
は
な
の
き
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
村
の
今
年
の
新
成
人
は

二
十
四
人
（
男
十
一
人
、
女
十
三
人
）、

そ
の
内
二
十
人
が
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
、

羽は
お
り
は
か
ま

織
袴
な
ど
に
身
を
包
み
、
輝
か
し
い

笑
顔
で
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
村
長
が
式
辞
を
述
べ
た
あ

と
、
新
成
人
を
代
表
し
て
安
江
蒼そ
う

さ
ん

（
中
通
）
が
「
こ
れ
か
ら
の
道
の
り
が

平
た
ん
で
な
い
こ
と
は
覚
悟
し
て
い
ま

す
が
、
皆
様
か
ら
の
激
励
と
指
導
を
頼

り
に
、
社
会
の
一
員
と
し
て
強
く
正
し

く
歩
い
て
い
き
ま
す
。」
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
新
成
人
を
祝

し
、
檜
茶
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
演
奏
が

行
わ
れ
、
式
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

式
後
の
会
食
で
は
、
中
学
生
時
代
に

放
送
さ
れ
た
「
ほ
っ
と
茶
ん
ね
る
」
が

上
映
さ
れ
ま
し
た
。
緑
化
少
年
団
や
掃

除
に
学
ぶ
会
、
卒
業
式
な
ど
、
当
時
の

姿
が
映
し
出
さ
れ
る
度
に
会
場
が
沸

き
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
懐
か
し

ん
で
い
ま
し
た
。
久
々
の
友
人
や
恩
師

と
の
再
会
に
喜
び
の
表
情
を
浮
か
べ
、

近
況
報
告
を
し
た
り
、
一
緒
に
写
真
を

撮
っ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
商
工
会
青
年
部
が

式
の
進
行
に
携
わ
り
、
村
内
で
働
く
こ

と
の
良
さ
や
楽
し
さ
を
新
成
人
に
伝
え

ま
し
た
。村
外
に
出
て
い
る
新
成
人
が
、

再
び
村
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

明日を担う、東白川の若者たち

再
会
と
笑
顔
の
成
人
式



3 広報ひがししらかわ2H27.

　夢をかなえ、かがや

きながら生きてほしい

です。一人一人がそれ

ぞれの場所で益々の活

躍を願っています。

大
明
神

　

安
江

未み

智ち

留る　

（
達
哉
）

柏
本

　

小
林

力り
き　

　
　

（
デ
ニ
ー
）

　

安
江

優ゆ
う

希き　
　

（
敏
之
）

大
沢

　

今
井

翼
つ
ば
さ　

　
　

（
幸
泰
）

　

今
井

莉り

奈な　
　

（
英
史
）

新
成
人
、
新
た
な
門
出
・
新
た
な
決
意

平
　

村
雲

翔し
ょ
う
た太　

　

（
和
裕
）

親
田

　

安
江

南み
な

美み　
　

（
道
彦
）

中
通

　

伊
佐
治

勝か
つ

弘ひ
ろ　

（
正
敏
）

　

安
江

蒼そ
う　

　
　

（
幸
樹
）

神
付

　

安
江

智と
も

隆た
か　

　

（
貴
正
）

　

安
江

く
る
み　

（
武
司
）

西
洞

　

河
田

達た
つ

郎ろ
う　

　

（
孝
）

　

田
口

丈
じ
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎　

（
佳
澄
）

　

安
江

飛つ

ば

さ翔　
　

（
友
博
）

　

河
田

智と
も

佳か　
　

（
孝
）

日
向

　

伊
藤

大だ
い

輔す
け　

　

（
保
夫
）

　

安
江

慶け
い

子こ　
　

（
忠
）

陰
地

　

太
田

葉は

月づ
き　

　

（
誠
）

　

桂
川

ふ
た
ば　

（
一
喜
）

　

藤
井

祥さ
ち

世よ　
　

（
み
や
子
）

　

松
岡

佑ゆ

佳か　
　

（
正
道
）

黒
渕

　

熊
澤

実み

侑ゆ　
　

（
一
浩
）

　

安
江

梓
あ
ず
さ　

　
　

（
正
隆
）

　

安
江

ひ
か
る　

（
義
人
）

7 月 8 日

　日本人初の女性宇宙飛行士、向

井千秋を乗せたスペースシャトル

が打ち上げられる。

8 月 28 日

　初の気象予報士国家試験が行わ

れる。

9 月 4 日

　関西国際空港開港

11 月 27 日

　愛知県中学生徒がいじめ自殺。

いじめ自殺問題がクローズアップ

される。

12 月 3 日

　ソニーのプレイステーションが

発売

1 月 17 日

　阪神・淡路大震災が発生

3 月 20 日

　地下鉄サリン事件が発生

20年前の出来事　　　平成６年４月

　　　　　　　　～平成７年３月

　自分から大きな力を

生み出していき、自分

自身、社会を変えてい

ける立派な大人になっ

てほしいです。

中
学
三
年
生
時
担
任

河
合
清
太
先
生

中
学
三
年
生
時
副
担
任

伊
藤
恵
美
先
生

恩
師
か
ら
ひ
と
こ
と

新
成
人（
保
護
者
名
）

[ 神付 ]
安江 智隆さん

ビ
ッ
グ
な

大
人
に
な
る

目標

[ 平 ]
村雲 翔太さん

税
理
士
を

目
指
す

目標

[ 西洞 ]
田口 丈一郎さん

人
の
役
に
立
つ

仕
事
に
就
く

目標

[ 黒渕 ]
安江 梓さん

笑
顔
で

楽
し
く
生
き
る

目標

[ 中通 ]
伊佐治 勝弘さん

立
派
な

料
理
人
に
な
る

目標

[ 陰地 ]
桂川 ふたばさん

舞
台
照
明
の

仕
事
に
就
く

目標

※
敬
称
略
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一
月
八
日
、
小
学
校
で
書
初
め
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
冬
休
み
の
間

に
書
初
め
の
練
習
を
し
て
こ
の
日
に
臨

み
ま
し
た
。

　

一
・
二
年
生
は
硬
筆
、
三
年
生
か
ら

六
年
生
は
毛
筆
で
今
年
一
年
の
目
標
と

す
る
言
葉
や
大
切
に
し
た
い
心
構
え
を

「
清
廉
潔
白
」「
勇
猛
果
敢
」
な
ど
の
四

字
熟
語
な
ど
で
表
現
し
ま
し
た
。
先
生

が
「
上
手
、
下
手
で
は
な
く
、
気
持
ち

を
込
め
て
書
き
ま
し
ょ
う
」と
言
う
と
、

お
手
本
を
見
な
が
ら
黙
々
と
書
初
め
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

「
一
期
一
会
」
と
書
い
た
児
童
は
「
一

つ
一
つ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
」

と
心
境
を
話
し
ま
し
た
。

むらの話題

新
年
の
目
標
を
新
た
に

一
筆
一
筆
に
集
中
す
る

良く書けた作品は書初め展で飾りました（写真３年生）

　

一
月
十
八
日
、
子
ど
も
会
卓
球
大
会

が
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
つ
の
子
ど
も
会
の
四
年
生
か
ら
六
年

生
、
約
七
十
人
が
参
加
し
、
団
体
戦
と

個
人
戦
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
約
二
ヶ
月
前
か
ら

自
主
的
な
練
習
を
始
め
、
こ
の
日
の
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
。
個
人
の
部
で
優

勝
し
た
村
雲
直な

お

統と

く
ん
は
「
相
手
の
動

き
を
見
て
、返
球
の
仕
方
を
工
夫
し
た
」

と
秘
訣
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
▼
団
体
の

部
、
優
勝
日
向
・
曲
坂
、
二
位
親
田

▼
個
人
の
部
、優
勝
村
雲
直
統
く
ん（
神

付
）、
二
位
佐
藤
心み

楽ら
く

く
ん
（
陰
地
）

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
学
ん
で
き

た
こ
と
を
発
表
す
る
「
ふ
る
さ
と
学
習

発
表
会
」
が
一
月
二
十
一
日
、
中
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
年
ご
と
に
「
環
境
を
考
え
る
」「
仕

事
に
つ
い
て
学
ぶ
」「
自
己
を
見
つ
め

る
」
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
一
年
生
は
林

業
体
験
や
源
流
調
査
、
二
年
生
は
保
育

園
実
習
や
職
場
体
験
で
仕
事
に
触
れ
た

こ
と
、
三
年
生
は
東
京
で
の
企
業
研
修

や
三
年
間
の
学
習
か
ら
、
職
業
に
対
す

る
考
え
や
進
路
に
つ
い
て
の
発
表
を
し

ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
考
え
た
分
か
り
や
す
い

発
表
か
ら
は
、
一
年
間
の
成
果
と
次
へ

向
か
う
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

節
分
の
行
事
、
豆
ま
き
が
保
育
園
で

行
わ
れ
、
手
作
り
の
色
と
り
ど
り
の
鬼

の
面
と
、
豆
を
入
れ
る
枡
を
持
っ
て
お

遊
戯
室
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

全
員
で
豆
ま
き
の
歌
を
元
気
い
っ
ぱ

い
に
歌
っ
た
後
、
豆
ま
き
の
由
来
や
鬼

の
退
治
の
仕
方
を
紙
芝
居
で
習
い
ま
し

た
。
二
人
の
鬼
が
登
場
す
る
と
、
泣
い

た
り
逃
げ
た
り
先
生
の
後
ろ
に
隠
れ
た

り
す
る
子
も
い
ま
し
た
が
、「
鬼
は
外
!!

福
は
内
!!
」
と
勢
い
よ
く
豆
を
投
げ
て

い
ま
し
た
。

　

鬼
が
帰
る
と
教
室
や
園
庭
に
豆
を
ま

き
、
最
後
に
豆
を
歳
よ
り
一
つ
多
く
食

べ
て
心
の
中
の
鬼
も
退
治
し
ま
し
た
。

団体の部で優勝した日向・曲坂チーム

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

声
援
飛
び
交
う
熱
い
試
合

今
後
に
生
か
す
ふ
る
さ
と
学
習

学
び
の
成
果
を
伝
え
る１・２年生を前に堂々と発表する３年生

年中組のみんなが大きな鬼を作りました

大
き
な
声
で
「
鬼
は
外
、
福
は
内
!!
」

勇
気
を
出
し
て
鬼
退
治
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明るい話題をご提供下さい

　

村
議
会
議
員
を
三
期
十
二
年
務
め
た

神
戸
獎

す
す
む

さ
ん
（
平
）
が
旭
日
単
光
章
を

受
章
し
ま
し
た
。

　

神
戸
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
村

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
在
職
中
は
議

長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
農
業
委
員
を
六
年
、
保
護
司
を

十
六
年
、民
生
委
員
を
十
八
年
間
務
め
、

産
業
の
発
展
や
教
育
・
福
祉
の
向
上
に

大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
叙
勲
は
、
地
方
自
治
な
ど
に

長
く
貢
献
し
、
八
十
八
歳
を
む
か
え
た

方
を
対
象
に
内
閣
府
が
行
っ
て
い
ま

す
。
神
戸
さ
ん
は
「
皆
様
の
支
援
の
賜

物
で
す
。
微
力
な
が
ら
今
後
と
も
精
進

し
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

村
の
発
展
に
貢
献

高
齢
者
叙
勲

１月９日に村長が伝達しました

　

子
育
て
支
援
の
決
意
を
表
明
す
る

「
ぎ
ふ
っ
こ
応
援
宣
言
」
と
の
ぼ
り
旗

の
受
け
渡
し
が
、
一
月
十
九
日
に
み
つ

ば
保
育
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
長
は
「
村
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達

の
た
め
に
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
成
人
ま
で
の

子
育
て
支
援
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
」
と
宣
言
し
、
村
の
教
育
環
境
や
高

校
生
の
通
学
者
支
援
や
奨
学
金
制
度
を

積
極
的
に
進
め
て
行
く
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。

　

少
子
化
対
策
の
取
り
組
み
を
活
気
づ

か
せ
る
た
め
に
県
と
市
町
村
が
実
施
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ミ
ナ
モ

が
、
全
市
町
村
の
「
ぎ
ふ
っ
こ
応
援
宣

言
」
を
受
け
取
り
ま
す
。

　

節
分
に
合
わ
せ
、
鬼
札
を
描
く
会
が

二
月
一
日
に
神
田
神
社
で
行
わ
れ
、
児

童
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

神
土
地
区
の
保
護
者
の
要
望
に
よ
り

二
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、
日
本
画
家
の
安

江
観
山
さ
ん
（
平
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
こ
の
日
は
鬼

や
、
家
の
中
に
飾
る
福
の
神
を
短
冊
に

描
い
た
他
、
絵
馬
に
は
願
い
や
目
標
を

書
き
ま
し
た
。

　

観
山
さ
ん
は
「
楽
し
く
絵
を
描
き
な

が
ら
、
今
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い

節
分
の
風
習
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
来
年
は
全
村
の
児
童

に
呼
び
掛
け
ら
れ
ま
す
。

子育て環境の充実した村づくりを進めます

子
育
て
環
境
充
実
へ

村
の
宣
言
を
ミ
ナ
モ
に
託
す

絵
を
描
い
て
節
分
を
楽
し
む

色
鮮
や
か
な
作
品
が
完
成思い思いの鬼の絵を描きました

四
月
か
ら
の
学
び
舎
へ

　

二
月
三
日
、
小
学
六
年
生
の
新
入
生

半
日
入
学
が
行
わ
れ
、
緊
張
し
た
面
持

ち
で
中
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
六
年
生
を
代
表
し
神
戸
駿

輔
く
ん
（
平
）
が
「
中
学
生
の
心
構
え

を
学
び
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
先

生
か
ら
中
学
校
の
仕
組
み
や
小
学
校
と

の
違
い
の
説
明
を
受
け
た
後
、
授
業
参

観
を
行
い
、
活
発
な
授
業
態
度
に
驚
い

た
様
子
で
し
た
。

　

半
日
入
学
を
終
え
児
童
は
「
英
語
が

楽
し
み
だ
け
ど
、
経
験
が
少
な
い
か
ら

特
に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
四
月
か
ら
は
中
学
生
、
新
た
な
目

標
を
持
っ
て
準
備
を
始
め
ま
す
。

中
学
生
へ
の
準
備
が
始
ま
る３年生の英語の授業、憧れを抱きます
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【
東
白
川
村
】　
　
　

※
敬
称
略

■
ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金

金
二
十
万
円
…
住
智
治（
下
呂
市
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

金
一
万
四
千
九
百
六
十
二
円
…
㈲

村
雲
建
築
東
雲
会

金
五
万
円
…
匿
名

古
切
手
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

カ
バ
ー
人
形
…

　
　
　
　
　

樋
口
美
佐
枝（
西
洞
）

古
切
手
…
お
楽
し
み
会

古
切
手
…
匿
名　

御
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
し
ら
せ

登
記
相
談
の
予
約

　

岐
阜
地
方
法
務
局
で
は
、
二

月
二
日
か
ら
、
登
記
に
関
す
る

予
約
を
始
め
て
い
ま
す
。
不
動

産
に
関
す
る
相
談
は
本
局
及
び

支
局
で
、
商
業
・
法
人
に
関
す

る
相
談
は
本
局
で
お
受
け
し
ま

す
。

　

な
お
、
予
約
さ
れ
ず
に
登
記

相
談
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
場

合
、
予
約
さ
れ
て
い
る
お
客
様

を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

①
相
談
時
間
は
三
十
分
以
内
を

目
途
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

②
申
請
書
や
添
付
書
面
は
、
お

客
様
ご
自
身
で
作
成
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
登
記
申
請
書
は
、
受
付
後
、

登
記
官
が
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
相
談
の
時
点
で
審
査
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
予
約
時
間
に
遅
れ
た
場
合
や

所
定
の
時
間
を
経
過
し
て
も
相

談
が
終
了
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
改
め
て
予
約
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
不
動
産
に
関
す
る
相
談

岐
阜
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　

美
濃
加
茂
支
局

℡
０
５
７
４
‐
２
５
‐
０
９
２
２

・
商
業
・
法
人
に
関
す
る
相
談

岐
阜
地
方
法
務
局
本
局

℡
０
５
８
‐
２
４
５
‐
３
５
０
９

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

生
徒
募
集

　

学
校
法
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
日

本
放
送
協
会
学
園
）
は
、〝
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
学
べ
る
〞

全
国
を
一
学
区
と
す
る
広
域
通

信
制
高
等
学
校
で
す
。
平
成
二

十
七
年
度
も
通
信
制
の
高
等
学

校
普
通
科
、
福
祉
教
育
、
生
涯

学
習
通
信
講
座
の
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
無
料
の

案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
請
求
先
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報

℡
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

℡
０
１
２
０
‐
０
６
‐
８
８
８
１

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

自
動
車
税
身
体
障
が
い
者
等
減

免
申
請
臨
時
窓
口

　

身
体
障
が
い
者
、戦
傷
病
者
、

知
的
障
が
い
者
ま
た
は
精
神
障

が
い
者
の
方
が
所
有
す
る
自
動

車(

軽
自
動
車
を
除
く
）
の
「
自

動
車
税
減
免
申
請
臨
時
窓
口
」

を
次
の
通
り
開
設
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
期
日
】
三
月
四
日
・
十
一
日

【
時
間
】
九
時
〜
十
六
時
ま
で

【
場
所
】
可
茂
総
合
庁
舎　

五

階　

５
‐
１
会
議
室

　

中
濃
県
税
事
務
所
、
自
動
車

税
事
務
所
、
各
県
税
事
務
所
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

岐
阜
県
中
濃
県
税
事
務
所

℡
０
５
７
５
‐
３
３
‐
４
０
１
１

（
内
線
２
７
２
）

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

℡
０
５
８
‐
２
７
９
‐
３
７
８
１

岐
阜
県
総
務
部
税
務
課

℡
０
５
８
‐
２
７
２
‐
１
１
１
１

外
国
人
の
日
本
語
弁
論
大
会

　

日
本
の
社
会
や
文
化
に
深
く

接
し
て
い
る
外
国
人
が
、
日
本

語
で
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
を
聞
く
人
の
み
な
ら

ず
発
表
す
る
本
人
に
対
し
て

も
、
新
た
な
視
点
を
与
え
る
機

会
に
な
り
ま
す
。

【
日
時
】
六
月
十
三
日

【
場
所
】
滋
賀
県　

東
近
江
市

立
八
日
市
文
化
芸
術
館

【
出
場
資
格
】
①
母
国
語
が
日

本
語
以
外
②
大
会
当
日
の
年
齢

が
十
五
歳
以
上

【
応
募
締
切
】
四
月
二
十
四
日

　

応
募
方
法
や
出
場
資
格
、
審

査
に
関
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
所
定
の

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

国
際
教
育
振
興
会

℡
０
３
‐
３
３
５
９
‐
９
６
２
０

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

裁
判
所
は
新
し
く
で
き
た
制

度
や
裁
判
手
続
き
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
毎
月
テ
ー
マ

を
定
め
て
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

三
月
の
テ
ー
マ
は
「
簡
易
裁

判
所
の
督
促
手
続
き
」
で
す
。

相
手
方
が
、
お
金
を
支
払
う
理

由
を
分
か
っ
て
い
る
の
に
支
払

っ
て
く
れ
な
い
、
誰
に
で
も
起

こ
り
得
る
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
岐
阜
地

方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

℡
０
５
８
‐
２
６
２
‐
５
１
２
２

広報ひがししらかわ2H27. 6

詳しくは、ＨＰ「裁判所」で検索 詳しくは、ＨＰ「国際教育振興会」で検索

ボ
ー
リ
ン
グ
★
コ
ン

　

独
身
男
女
を
対
象
に
し
た
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
三
月
二
十
九
日　

九
時

半
か
ら
十
四
時
ご
ろ

【
場
所
】
Ｏ
Ｓ
ボ
ウ
ル(

美
濃
加

茂
市
加
茂
川
町
３
‐
８
‐
１
５
）

※
現
地
集
合

【
募
集
人
数
】
男
女
各
十
名

【
参
加
費
】
千
円

【
申
込
先
】
東
白
川
め
ぐ
り
愛
隊

事
務
局
（
役
場
総
務
課
企
画
財
政

係
）
内
線
２
４
０

【
申
込
期
限
】
三
月
二
十
日

婚活情報ＷＥＢ

ＦＢページ
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青
年
が
大
き
く
成
長
す
る

よ
う
「
青
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
遊
学
支
援
２
０
１
５
」

を
実
施
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
岐
阜
県
在

住
・
通
勤
・
通
学
者
ま
た

は
岐
阜
県
出
身
者
で
、
平

成
二
十
七
年
四
月
一
日
現

在
で
十
八
歳
以
上
、
三
十

歳
以
下
の
方
（
高
校
生
不

可
）

【
募
集
人
数
】
二
名　

　

一
人
当
た
り
四
十
万
円

を
上
限
と
し
て
交
付
金
を

交
付
し
ま
す
。

【
締
切
】
五
月
八
日
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】（
公

社
）
岐
阜
県
青
少
年
育
成

県
民
会
議　

℡
０
５
８
‐

２
６
８
‐
０
３
０
２

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
幹
部
候

補
生
・
予
備
自
衛
官
補
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
自

衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務

所　

℡
０
５
７
４
‐
２
５

‐
７
４
９
５

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
会

　

「
う
つ
病
」
は
、
誰
も
が
か

か
り
う
る
身
近
な
病
気
で
す
。

ま
た
、
自
殺
の
原
因
と
も
な
る

健
康
問
題
の
一
つ
と
し
て
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。「
う
つ
病
」

や
「
う
つ
病
の
可
能
性
が
あ
る

人
と
の
接
し
方
」
に
つ
い
て
の

基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
、
身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ

き
適
切
に
行
動
が
で
き
る
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
（
こ
こ
ろ
の
み
ま

も
り
隊
）
を
養
成
す
る
た
め
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
講
師
】
聖
十
字
病
院
長　

田

伏
英
晶
氏

【
日
時
】
三
月
十
六
日　

十
四

時
〜
十
五
時
半

【
場
所
】
可
茂
総
合
庁
舎
五
階

美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２

６
１
０
‐
１

【
申
込
方
法
】
中
濃
保
健
所
健

康
増
進
課
へ
電
話
で
申
し
込

み
。（
期
限
三
月
六
日
）

℡
０
５
７
４
‐
２
５
‐
３
１
１
１

（
内
線
３
６
４
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ

　
　
　

遊
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

岐
阜
県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
で
は
、
国
際
感
覚
を
養
う
と

と
も
に
、
貴
重
な
経
験
に
よ
り

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
は
、
開
発
途
上
国
で
現
地

の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し
な
が

ら
と
も
に
働
き
、
国
づ
く
り
に

貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
二
十
七
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

【
募
集
期
間
】
四
月
一
日
か
ら

五
月
十
一
日
（
消
印
有
効
）

【
開
催
地
】
岐
阜
市　

ふ
れ
あ

い
福
寿
会
館　

3
0
1

中
会
議
室

「
体
験
談
＆
説
明
会
」

【
開
催
日
時
】
四
月
二
十
二
日

十
八
時
半
か
ら
二
時
間
程
度

　

そ
の
他
の
説
明
会
に
関
し
て

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】（
公
社
）

青
年
海
外
協
力
協
会
中
部
支
部

℡
０
５
２
‐
４
５
９
‐
７
２
２
９

近
隣
の
休
日
診
療
情
報

日 曜日 加茂医師会 午前９時～午後５時 下呂市立休日診療所

1 日 木沢記念病院　（美濃加茂市／ 25-2181） ■診療日時
　毎週日曜日・祝日
　午前 9 時～午後 3時
■所在地
　下呂市森 801-10
　下呂市民会館１階
　℡ 0576-24-1200
※原則として
　内科・小児科の急病患者

8 日 安藤小児科　（美濃加茂市／ 26-0812）

15 日 木沢記念病院（診察室）　（美濃加茂市／ 25-2181）

21 土 いこまファミリークリニック（美濃加茂市／ 54-1233）

22 日 太田メディカルクリニック（美濃加茂市／ 26-2220）

29 日 和知すこやかクリニック（八百津町／ 43-3001）

東白川森林組合報告
第 707 回共販会（1/27）

ひのき

13cm 以下小丸太
平均単価 /9,000 円

14cm 以上
平均単価 /217,300 円
　高値 /66,600 円

すぎ 平均単価 /010,300 円
　　高値 /23,000 円

赤まつ
平均単価 /07,800 円
　高値 /20,000 円

総取扱量 1,037 ㎥
総販売高 1,483 万 3千円

3月

広報ひがししらかわ2H27.7

※１．20歳以上 22 歳未満は大卒者（見込含） ※３．薬剤は 20歳以上 28歳未満

※２．修士課程修了者等（見込含）は 28歳未満

自衛官募集

詳しくは、ＨＰ「JICAボランティア」で検索

詳しくは、ＨＰ「岐阜県青少年育成県民会議」で検索



広
報
ひ
が
し
し
ら
か
わ

2
月
号

H27
・
2
・
13

　

今
回
は
成
人
式
を
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を

聞
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
目

標
を
持
ち
、
努
力
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
成
人
式
は
一
つ
の
節
目
、
気
持
ち

を
新
た
に
そ
れ
ぞ
れ
の
理
想
と
す
る
姿

を
実
現
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
成
人
式
に
は
ど
ん
な
思
い

出
が
あ
り
ま
す
か
。
今
年
の
新
成
人
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
思
い
出
に
残
る

成
人
式
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。（
林
純
）

世帯数 … 864世帯
人　口 … 2,501人
(男1,203人　女1,298人)

転　入 ……  0人
転　出 ……  6人
出　生 ……  4人
死　亡 ……10人

先月との比較人12減
昨年との比較人65減

1月末住民登録人口から

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

島
倉

希の

の

は

乃
葉

(

大
輔
・
章
惠
／
西
洞)

森
本

琳り

ん

の

す

け

乃
介

(

健
二
・
真
弓
／
曲
坂)

安
江

沙さ

ら羅

(

裕
貴
・
志
保
／
曲
坂)

今
井

杏あ
ん
じ
ゅ樹

(

健
治
・
理
恵
子
／
柏
本)

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

安
江

み
き　
　

八
十
九
歳
（
大
明
神
）

村
雲

邦
彦　
　

七
十
八
歳
（
平
）

田
口

志
ゑ　
　

百
一
歳

（
大
明
神
）

安
江

尚
江　
　

九
十
一
歳
（
日
向
）

島
倉

章
惠　
　

三
十
四
歳
（
西
洞
）

安
江

耕　
　
　

八
十
八
歳
（
平
）

安
江

武
一
郎　

八
十
一
歳
（
大
明
神
）

今
井

ま
さ
ゑ　

七
十
八
歳
（
大
沢
）

村
雲

英
美　
　

八
十
八
歳
（
神
付
）　

今
井

キ
ホ
子　

七
十
五
歳
（
平
）

No.47

※
敬
称
略

ひ
と
こ
と

　冬
鷺
や

暮
れ
行
く
川
に

孤
影
立
つ

安
倍
栄
香

離
れ
家
の

朽
ち
ゆ
く
屋
根
に

積
も
る
雪

安
江
と
く
よ

雪
だ
る
ま
残
し
て
曾ひ
ま
ご孫
帰
り
け
り村

雲
と
も
子

寒
椿

赤
き
蕾
も

開
き
そ
う

村
雲
と
み
子

正
月
や

生
け
花
床
に

香
り
お
り安

倍
富
子

初
場
所
や
闘
志
み
な
ぎ
る
肌
の
色

村
雲
春
子

た
く
ま
し
く

元
気
に
育
っ
て
ね
!!
11月 3日生

安江 大
と き や

輝弥くん（栃山）

　広報では、出生祝い金を受け取
りに来庁したお子さんを紹介する
ことにしました。




